魚とりゲーム
１　目的

　魚を捕ることのシミュレーション（ゲーム）を通して生物資源を枯渇させるものが何かを考え、資源保護のために何をすべきか考える。

２　準備

　印刷した魚、釣り竿（簡易なもの）、クリップ、ビニール袋

1 ３種類（大100、中300、小1000）の魚の印刷をしたプリントを用意する。

2 大のすべてと中のうち200にクリップをつける。

3 棒状のものにたこ糸などをつけ、その先端に磁石をつけて釣り竿をつくる。

4 ３、４人の班を編成し、漁師、機関士、監視員の役割を決める。

３　方法

1 各班の監視員は、遠洋漁業（生物室後ろ）にはクリップをつけた魚を、近場漁場（生物準備室）にはクリップをつけていない魚を散らかす。

2 班で話し合って、５分以内に遠洋漁場か近場漁場に出掛け、漁師が遠洋漁場では釣り竿で、近場漁場ではビニール袋を使って魚を捕る。ただし、遠洋漁場に出漁する経費は１隻当たり５万円、近場漁場は３万円とする。

3 機関士は、魚の位置を教える、魚を受け取る行為を行い、魚を捕ることは禁ずる。

4 監視員は、漁場での不正を取り締まる。例えば、遠洋漁場で手で直接魚を捕ることや、機関士が魚を捕るなど。不正行為は１万円の罰金とする。

5 １シーズンの時間は５分とし、５分経過したら席に戻り、各班魚の数を数える。

6 大は１万円、中は千円、小は１０円のもうけがある。

7 黒板に水揚げと儲かった額を記入する。

8 儲かった班は船をもう１隻増やすことができる。船１隻は２０万円とする。

9 魚が残っていれば、規則に従って成長させ、第２シーズンを始める。ただし、すべての魚を取り尽くしてしまったら、漁場を替えるということで、同じ場所にもう一度すべての魚を散らかす。

　　　規則　；大１匹から小１００匹が生まれる。

　　　　　　　中５匹から大１匹になる。

　　　　　　　小１０匹から中１匹になる。

10 漁船は３シーズン（時間によっては２シーズン）出漁する。

